
令和 8年度 第１回 障害者アートセミナー

創作活動から人生も広がるように

第1部 10:00~12:00

2026 年

第2部 13:00~15:00

7月4日（土）
アートに興味のある方　どなたでも 無料　※通信費は自己負担です。

つくることを仕事とつなぐ

創作活動を社会につなぐ
～アートを通じた企業や行政との協働～

～創作から人生も広がるように～

事務局　山口県障害者社会参加推進センター

裏面のQRコードの申込フォーム、または、裏面の申込用紙をご記入の上、下記事務局へお送りください。
6月15日（月）締切
※開催 5日前までに、受講決定および受講URLを送ります。 届かない場合は、下記事務局までご連絡ください。

TEL 083-928-5432　FAX ０８３-９２８-５４３６E-mail　webmaster@syogai35.com

日 時

対 象

山口県立大学 ３号館 ３階 C311教室会 場

山口県、山口県障害者芸術文化活動支援センター主 催

受 講 料

参加申込

申し込み
問合せ先

原田啓之さん

兄に知的障がいがある家庭で育ち、「福
祉とは何か」「幸せとは何か」を幼い頃か
ら問い続けてきた。日本福祉大学卒業
後、障がいのある人の音楽・アート活
動の現場に長年携わる。2017年、医療
機関の中に就労支援施設をつくるとい
う全国初の試みに挑戦し「PICFA」を設
立。福祉・医療・アートをつなぎ、社会
の価値観を変える実践を続けている。

医療法人 清明会 障害福祉サービス事業所 ＰＩＣＦＡ施設長

PICFAは 2017年7月、佐賀県基山町の医療法人清明会きやま鹿毛医
院内に開設された就労継続支援B型事業所です。 絵画やデザイン、ラ
イブペイント、壁画制作、ワークショップなどの創作活動を通じ、障がいの
ある人の表現を社会につなぐ活動を展開。 アートを仕事として位置づ
け、表現と社会を結ぶ新しい福祉のあり方を実践している。

講師

■医療法人 清明会 障害福祉サービス事業所　PICFA

約２４年前から障がいのある人の創作活動の現場に携わり、
「P I C F A」の施設長として、個性が活かせる「その人らしさ
の支援」や、施設の中や家庭の中にとどまらない 「社会的な
存在」になってくための「場」づくりを実践されている原田
啓之さんに、創作活動をどのように支援や仕事へと取り入
れたのか、2部に分けてお話ししていただきます。

対面・オンライン

対面・オンライン

（山口県障害者芸術文化活動支援センター）



令和 8年度 第1回　障害者アートセミナー

受講するセミナー、項目に○および　　をつけてください。（両方可）　

対面（会場  山口県立大学）

※上記の個人情報は、セミナー以外の目的では使用しません。
※開催 5日前までに受講決定および受講URLをお送りしますので、届かない場合は下記事務局までご連絡ください。

受 講 申 込 書

第１部（10:00~12:00）

配慮事項
車いす使用 手話通訳

第 2部（13:00~15:00）

第 2部（13:00~15:00）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
要約筆記

同意する 同意しない

オンライン（Zoom）
第１部（10:00~12:00）

メールアドレス
※受講URL送信用

こちらのフォームからも
申し込みできます。

※上記と同じ場合は記載不要

当日の様子を写真や動画に撮り、会報やホームページ、SNS等に掲載します。

事務局へ伝えておきたいことがあればご記入ください。

氏 名

住 所

電話番号

メ ー ル

障 害 名

そ の 他

個人情報
について

種 級

F A X（ 携 帯 ）

ふ り が な

〒

※番地、建物住所、部屋番号までご記入ください。

【事務局】　山口県障害者社会参加推進センター（山口県障害者芸術文化活動支援センター）
〒753-0072 山口市大手町 9-6  山口県社会福祉会館
Tel:083-928-5432    Fax:083-928-5436    メール :webmaster@syogai35.com

10:00~12:00 13:00~15:00
つくることを仕事とつなぐ 創作活動を社会につなぐ

～アートを通じた企業や行政との協働～～創作から人生も広がるように～

創作やアートを仕事と結びつける活動を、はじめた理由か
らお話しします。障害福祉の現場には、どのようにしたら
創作活動を支援として取り入れられるのか。その考え方や
仕組みについて、これまで実現してきた仕事やプロジェク
トなど、具体的な実践をもとにお伝えします。

企業や行政と協働する中で、アートの仕事にどのように
価値や対価を見出してきたのかを解説します。さらに、
アート作品をグッズとして展開するために必要な視点や
プロセス、そしてそれらを社会に届け、販売していくため
の考え方について、これまでの実践事例を交えながら
お話しします。

第1部 第2部 対面・オンライン対面・オンライン


